契約法
合意と契約の違いについて
合意と契約
合意…当事者が交わした約束、すなわち自らが拘束されるという意思。
契約…単なる約束でなく、民法が定める法律上の制度であり、合意に法的拘束力が与えられたもの。
　　　　Ex.国家権力を使って強制的に約束の内容を実現したり、あるいはそれと同じ状態をもたらすのに必要な金銭を賠償として取ることが出来る。
　　契約の拘束力
　　　まず、日本民法では、無償の約束でも合意だけで直ちに契約としての拘束を獲得するという原則がとられている。また、当事者の約束ないし合意という事実があった下で、約束をする当事者により多くの効用を手に入れさせることができる。
　　契約と意思表示
　　　法律の世界で問題とする意思は、外部に表明された意思、すなわち意思表示であり、民法は、どのような意思表示が有効であり、その効力の発生時期はいつか、といった問題について詳しい規定を置いた。
　　全ての合意が契約なのではなく、全ての契約に合意があるのではない
　　　デートの約束をしていて相手が来なかった等、社会一般の認識として、裁判所や国家権力が出る幕ではないことがある。（全ての合意が契約なのではない）

電車やバスへの乗車や、アパートの賃貸借契約、宅配便の契約等、相手方当事者の作成した契約条件をそのまま飲むか、契約しないかの自由しかない契約がある。（全ての契約に合意があるのではない）
契約の自由の原則について
　　　契約については、当事者が自由にその内容を定めることができ、契約をするかどうか、誰と契約をするかも自由に決められる。
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